
検査コースで誤ってアク
セルを踏み受検車両が暴
走。

前方で排気ガス検査中の
受検者は、プローブを排
気管に挿入した直後に後
方の異変に気づき、

かろうじて走路から外側
に避難。

車両は加速しながら前方
車両に激しく追突。

万が一受検者が車両間に
挟まれていたら生命に危
険を及ぼす程の大事故に
至っていたおそれもある。

自動車技術総合機構からのお知らせ



スピードメータ
検査 6件

検査間移動・待機時
6件

ブレーキ検査 4件

入場・退出時 2件

その他2016年度から2020年度の間

にアクセル・ブレーキ踏み

間違い事故は20件発生。

多くのケースで本事例の様

に前方車両が損傷し、場合

によっては押し出された前

方車両が更に前方の車両に

追突する事もあります。

事故を起こしてしまいますとお客様から預かった車両に加

えてこれらの車両の修理を要し、更に検査機器、特にヘッ

ドライトテスタが破損すると1千万円を越える修理費用が発

生する場合があります。

こうした事故は検査コースの

閉鎖に繋がる事が多く、待機

されていた他の受検者の皆様

にもご迷惑をお掛けする事に

なります。

くれぐれも慎重に検査を受け

て頂きますようお願いします。

検査場内は落ち着いて、
ゆっくりと操作をお願いします。


